































































パラドクスを認めながらも、実はその治療法たる “ 文法像 ” と言う概念が＜私＞そのものを示すパ
ターンであり、そのパターンを示す必要条件が確率測度空間であること。確率測度空間における倫理
とは、確率的存在者に嵌める制約、或いは「枠」であり、自他それぞれにとっての振る舞いの調和が
映し出された “ 文法像 ” の１つの表現形式であることである。













ベルから文書レベルにまで拡張し、 推論規則を求めるために必要となるオブジェクト間 ( 情報間 ) の






である SIFT を抽出しベクトル量子化を Bag-of-words 表現 (BOW 表現 ) できる形式にし、k 平均法で
クラスタリングしてトピックモデルを用いて画像を分類している。画像だけでなく文書の情報を加え
ることにより、画像もしくは文書データからのみでは発見することが困難な潜在的な画像発見が可能
























の手法として、群知能のうち PSO を用い、目的関数に Boid 的要素を用いるモデルの提案を行った。
2.2　Topic Model とオントロジーを用いた非文字検索システム
先行研究では福島県只見町の民具を対象とした民具オントロジーを考慮したデータベース ( 以下、
DB) 検索方法が提案されている。しかし先行研究の民具オントロジー ( 以下、既存オントロジー ) で
は概念系の定義が不透明なため、検索できない民具がある。一方で、農作業概念を記した語彙体系で
ある Agriculture activity ontology( 以下、AAO) を用いることで、正確に情報の意味を考慮し、結果を
推論する意味的検索を実現できる可能性がある。本研究では、生産用途民具を対象とし、AAO ベー














データを条件とする covert channel と inference channel の潜在的な確率変数の事後確率を統一的に機
械学習するモデルを提案した。更に提案モデルの事後確率は word2vec により機械学習可能であるこ
とを示した。さらに、自己相互情報量 (PMI) をベースに PMMI(Pointwise Mutal Multiple Information) 
という指標を用いた評価方法の提案を行い、統計的に分析をすることで機密情報に対する推論規則生
成に適用した。次に、米国や英国をはじめとした世界各国で標準化されたデータ形式である Linked 





Ubuntu、OpenRefine、Google ドライブの環境下で LOD を実装し、コミュニティでの LOD と公共の
LOD のリンクによって起こる Covert Channel を分析し、情報漏えいの防止を目的とした。OpenRene 
の Reconciliation Service API( 名寄せ ) アルゴリズムの中にコミュニティでの LOD と公共の LOD の間







Covert Channel がある。従来はアクセス権の設定が固定された静的な Covert Channel 解析を行ってい































て Convolutional Neural Network（CNN）がある。CNN は特に画像識別に特化していて、識別精度が
高いともいわれている。その識別精度が高い理由としては中間層に畳み込み層とプーリング層という
2 種類の層を用いていることである。しかし、中間層に着目した研究が少ない。そこで CNN の中間
層を抽出しその特徴量を報酬とみなし、学習させるシステムを検討した。サンプル画像に対してアフィ



















の連鎖を生成し、単語の連鎖の KL 情報量により単語連鎖の Boid（但し、各単語はそれらが帰
属するテクストに紐付けられていなければならない）を生成する手法を提案した（卒研テーマ）。
(3)  パターンランゲージは自他のための新しい言語である。それはウィトゲンシュタインの家族的





の確率分布を機械学習させる。今年度はこのモデルとして Blei の supervised LDA の潜在的確率
変数を強化学習のアクションの潜在的なパラメータと解釈し、かつ Ramage の Labeled LDA を
強化学習の状態 S のラベルとして解釈する、教師ありベイジアン逆強化学習 (Supervised 






のような設計が、“ ただ設計するのではなく、善く設計していることになるのか？ ” という倫
理的考察を、ウィトゲンシュタイン、ベルグソン、マルクスガブリエル、坂部恵、等を手掛か





































CNN における認識率向上のための層数と Loss 関数の選定
画像認識の発展は、自動運転の実現など産業革命の分野の発展においても必要不可欠である。また、
人間をも上回る認識率を誇り、近年大きな注目を集めている。しかし、層数や容量の多い学習済みモ


































確率的に生成しているという考え方で、pLSA や LDA という手法を用いることでコンピュータで文書
のトピックモデルを計算することができ、文書のトピック分布を比較することにより文書間の類似度
を測れる。そこで LDA の出力にベイズの定理を用いることにより算出される “ 単語を構成するトピッ
ク分布 ” を用いて単語と文書の類似度を測れるのではないかと予想した。本研究では、LDA の出力












非文字データベースを対象とした AHP に基づく covert channel の解析
ストレージからの情報漏洩を防ぐために、アクセス制御が使われている。アクセス行列は一般に
covert channel と呼ばれる情報漏洩を引き起こす経路が存在する。従来この covert channel の評価はセ
キュリティモデルによって行われてきた。しかし、人と人の関係、あるいは人と情報の関係を論理学
的モデルによって示すことは、それによって表現される応用的現場を限定させることになり、使い勝








の評価基準と定義し、意思決定を支援する AHP 分析によって複数の covert channel を評価し、切断す
るべき covert channel を選択する、というモデルを提案した。
2 つの確率モデルの組み合わせによる Multi-Label Learning の解釈について
本研究では、提案したセキュリティモデルに新たに人間の定めたセキュリティポリシーやセキュリ














ルを自動で ACL ( アクセスコントロールリスト ) に適用するシステムを提案した。本研究ではさらに
様々な条件のデータをランダムフォレストによって学習させ、より実用的なルールを作成するシステ
ムを提案する。
3.5　 潜在的なテクストのパターンを AI により健在化し、分類評価する研究（パターンランゲージの
研究）
(1)  単語の局所的な部分集合を単語の連鎖と見做し、この部分集合族が得られたと仮定する。次に
部分集合族の単語集合要素の評価を Boid の particle 間の強度と定義する。この様なコンセプト
で人工知能の前処理 (Annotation) を設計し、Python でプログラミングして動作を確認した。
(2)  Boid annotation を更に精密にする方式を先行して研究した。提案方式は Boid と LDA(Latent 
Dirichlet Allocation) をカスケード接続する方式である。この方式は Annotation をカスケードす






(3)  VAE(Variational Autoencoder) と GAN(Generative Adversarial Networks) 導入の計画を変更し、上
記 (2) に関連する LDA の研究に注力した。即ち、LDA の発展形となる Labeled-LDA、 Multi-
Label-Learning を調査し複数の信頼できるソースコードを入手し、動作検証、コード分析した。
Label という構造は (2) の新提案システムとの組み合わせによる機械学習の精緻化が可能であ
る。






1.  KINOSHITA Hirotsugu, MORIZUMI Tetsuya,"Access Control Model for the Inference Attacks with 
Access Histories", Proc. of IEEE COMPSAC 2014,10.1109/COMPSAC.2017.41, Jul. 2017.
2.  宋　先波、森住哲也、木下宏揚、“ テクストの相互情報量により非文字オントロジー間を接続す
る概念の提案とそのケーススダディ： 潜在的テクストを確率変数として見る場合 ”、信学技報、
vol. 117, no. 126, SITE2017－18, pp. 135－140, 7 月。
3.  矢田一貴、木下宏揚、森住哲也、“ トピックモデルを用いた潜在的関連性を考慮した情報検索 ”、
第 80 回情報処理学会全国大会、7B-03、2018 年 3 月。
4.  松下智樹、木下宏揚、森住哲也、“ 機械学習を用いる推論を考慮した情報漏洩の検出 ”、第 80 回
情報処理学会全国大会、2E-06、2018 年 3 月。
5.  森住哲也、木下宏揚、“ 確率的セキュリティモデルの可能性について ”、2018 年暗号と情報セキュ
リティシンポジウム (SCIS2018)、1C2-2、2018 年 1 月。
6.  森住哲也、“ 論理学的存在者から見る確率的存在者の倫理とは何か ”、信学技報、技術と社会・
倫理研究会 (SITE) 、３月。
7.  辻順平、能登正人、“ テーマパーク問題におけるパレート最適性を考慮した滞在時間短縮フレー
ムワーク ”、人工知能学会論文誌、Vol.33, No.2, pp.C-H98-1-9 (2018).
8.  Zhaoxiong Meng, Tetsuya Morizumi, Sumiko Miyata, Hirotsugu Kinoshita, \Design Scheme of Copy-
right Management System Based on Digital Watermarking and Blockchain", 2018 IEEE 42nd Annual 
Computer Software and Applications Conference (COMPSAC), Vol.2, pp. 359－364、2018
9.  森住哲也、“ 論理学的存在者から見る確率的存在者の倫理とは何か ”、信学技報、vol. 117, no. 
471,SITE2017-76, pp. 213－219, 2018 年 3 月 .
10.  森住哲也、木下宏揚、“ 確率測度空間に於いて脱構築装置を内在するアクセス制御について ”、
2020060495-神大-非文字21-08研究論文-8班.indd   45 2020/12/19   12:53:37
46
信学技報、 vol. 118, no. 152, SITE2018-28, pp. 281－287, 2018 年 7 月。
11.  中谷憲・森住哲也・木下宏揚、“ ベイジアンモデルによる情報漏えい分析のための機械学習 ”、
電子情報通信学会ソサイエティ大会、A-12-1、2018 年 9 月。
12.  森住哲也、“ 確率測度的テクストと決定論的テクストを循環させる逆強化学習システムの倫理
とは何か ”、信学技報、vol.118,no.345，SITE2018-62，2018-12-06，pp.17－23，(2018)。
13.  森住哲也、“ 情報理論的尺度に基づく家族的類似クラスターの順序関係の学習可能性について
～ ベイジアン逆強化学習の報酬を家族的類似度と見做すこととは何か？ ”、2019-02-28 (SITE, 
IA)，(2018).
14.  MENG Zhaoxiong, MORIZUMI Tetsuya, KINOSHITA Hirotsugu, MIYATA Sumiko,\Perceptual 
Hashing based on Machine Learning for Blockchain and DigitalWatermarking",IEEE 2019 ThirdWorld 
Conference on Smart Trends in Systems Security and Sustainablity (WorldS4) DOI: 10.1109/
WorldS4.2019.8903993, July 2019)
15.  紅林宏祐、森住哲也、木下宏揚、“ Boid 的アノーテーションと Labeled-LDA による家族的類似
の推論規則生成： 推論攻撃分析と covert channel 攻撃分析を統合する機械学習的アプローチ～ ”、
信学技報、 vol. 119, no. 141, SITE2019-36, pp. 243－249, 2019 年 7 月。
16.  森住哲也、“ 必ずしも完全に分有されないロゴスと言語ゲームをつなぐ確率的存在者：セキュ
リティモデルの限界と人工知能の可能性 ” 信学技報、vol. 119, no. 141, SITE2019-43, pp. 317－
324, 2019 年 7 月。
17.  森住哲也、“ 論理空間の存在者及び確率測度空間の中の存在者として存在する事 : 身体性の必要
条件としての言語ゲーム上の分有ロゴス ”、信学技報、vol. 119, no. 329, SITE2019-86, pp. 41－
46, 2019 年 12 月。
18.  紅林宏祐、森住哲也、木下宏揚、“ 2 つの確率モデルの組み合わせによる Multi-Label Learning 
の解釈について : ラベルを教師データとみなし、評価テクストを解釈するアプローチ ”、信学技
報、vol. 119,no. 329, SITE2019-81, pp. 7－12, 2019 年 12 月。
19.  Zhaoxiong Meng,Tetsuya Morizumi,Sumiko Miyata,Hirotsugu Kinoshita,\A Scheme of Digital Copy-
right Management System Based on Blockchain and Digital Watermarking { Research on Improvement 
Method of Perceptual Hashing based on Machine Learning {", 信学技報 , vol. 119, no. 329, SITE2019-
83, pp. 21－27, 2019 年 12 月 .
20.  中谷　憲、孟　昭雄、森住哲也、木下宏揚、“ 畳み込みニューラルネットワークを用いた知覚ハッ



























































2020060495-神大-非文字21-08研究論文-8班.indd   48 2020/12/19   12:53:37
